













京都大学文学部助手 中 村 徹 也
I 調査の経過
本調査は，京都大学北部構内農学部総合館北棟の増築計画K基づき，昭和49年 2月から 7月
にかけて 2次Kわたった事前調査を受けて同年 11月に行なった第 3次調査である。
増築計画で示されていた予定地域の西半分は，既設の旧農学部本館が残存していた。したがっ






















































②船元E式〔図版 I-2，班-1 ) 
厚さ 1cmの厚手の土器で，粗い縦走向の縄文地K半載竹管で平行沈線を多条児施している。
③船元 W式〔図版 1-3~ll-3 ， W-1~四ー 1 ) 
条が交互に深浅iと押捺された縄巻縄文風の縄文を地K持つ土器を主体とする。浅い条が不明瞭





す土器(I -3・4)，半載竹管で直線的沈線文を施す土器 (1-5~9) ，同じく連弧文を施す
土器 (1-IO~12) ， 口縁直下に半蔵竹管の平行沈線で波状文を施す土器(1 -13・14)な
どがある。頭部無文の土器 (1-15--17・19・20)は波状文を持つことが多t'0 
1 -21 ・22はこの型式の底部である。 1-21は割れ口が凸状の粘土のつぎ目 Ir.t.ってい
て作り万がわかる。また全面に縄文を施したのちに再度底部を調整していることがわかる。
























第 1類 所謂加曽利E式的な有文探鉢形土器。 CII-24--N-9)
口縁部形態と文様から 7種に細分した。
A種 CII-24~m-4 ・ 1 1 ) ゆるく外反する胴上部民稜を持って直立または内関した口
縁部を持つ土器。口縁は平直な口縁またはよわく波状をなす口縁である。口縁部文様帯と胴部文
様帯を棲で区分している。口縁部文様は区画文と直線文が多い。
B種 Cm-5--8) ゆるく外反する踊上部と把厚した口縁部を持つ土器。 A種とはこの他の
点、では区別しえない。





E種 〔皿ー 15.........17) 外反する胴上部・口縁部を持つ土器。橿としてのまとまりがなし、。
皿-1 5は橋状把手を複数持った土器である。班ー 16は他の地方の後期初頭の土器であろう。
F種 Cill-18.........25) やや外反する胴上部と口縁部を持つ土器で， 口縁直下が縄文帯また
は無文帯となりその下に連続した突帯の楕円形区画文を施す土器。楕円形区画どうしをつなぐ部
分が橋状担手になる土器(皿ー 18・19 )と突起lとなる土器(皿ー 22・23)とがある。
把手ないし突起の上万民沈線または指頭圧痩を施す例が多し、。皿ー 25はこの種では特殊である。
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G種 〔国一 26~N-9J 把手状山形口縁を持つ壷形K近い器形の土器。口縁部が直角に内
折する土器 CN-l~6 )，口縁部が内側にむけて肥厚した土器 (m-26~28 )， 口縁部が
胴上部と区別できない土器 (N -7 )などがある。それぞれ文様K独自性と規則性があり将来複
数の種に分類できるであろう。




図版 N-14~V-6 は第 1 類と第 2 類の胴部および特殊な有文土器である。 N -1 4は横位
の結節縄文を持つ土器である。 N-21は微隆起線文を持つ土器で赤色顔料が塗布されている。
V -1 ~ 3は突帯上K指頭圧痕を持つ土器である。 V-4~6 は櫛状工具ないし箆状工具による
条線を持つ土器である。
第 3 類縄文地の無文探鉢形土器 CV-8~11J
器形は口縁がやや外反する土器と直立する土器がある。 V-1 1は間隔をあけて縄文を縦民乙
ろがした土器である。










③縄克晩期末の土器〔図版V-27・28， xm -2) 
表裏とも丁寧Kナデ調整し口縁直下に刻目突帯を施した探鉢形土器である。第 2次調査出土の
乙の時期の土器と若干異なる。














1 7点出土している。未成品を 3点含む。石材は 7点がサヌカイトヲ 1点がチャート， 4点が
安山岩と思われるが，不明なものがあり正式な鑑定を待ちだし、。基部の形は凹基式と平基式があ
り，凹基式が 13点，平基式が 4点である。大きさは凹基式が1.4 cm~ 3. 2 cm，平基式が 2.2cm 
~ 2.9 cmである。作りは凹基式は大型の石鍛がより丁寧であり，平基式はすべて粗雑である。凹







で，大きさは 4cmX 1. 9 cmである。
笹減石〔図版XVI-4・5・6) 
3点出土している。 1点は完形で重量は 52 8 l'である。円擦の層平えよ両面に長軸の端から約
3分の 1の所K融打痩がある。 1点は破片で重量は 1401'である。円礁の肩平な片面K深いあ
ばた状の敵打疲があり， 乙こで敵打方向と平行K約半分l乙割れている。 1点は破片で残存部は最
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も重いものは 111.1"で，最も軽いものは 22.1"である。 50.1"~ 60.1"のものが最も多い(¥1: -
第 1表)。平均重量は 57.1"である。石材は粘板岩系の軟かい河床礁を使用する。比較的丸い礁
を使用するものを a種(¥1:-1)，細長い礁を使用するものを b種(¥1:-2)，扇平な礁を使用
するものを c種(¥1: -3 )とすると平均重量は a種が 681'， b種が 551'， c撞が 419で
ある。本遺跡では第2次調査で計量可能な切目石錘が 56個出土している。平均重量は 461'で，
a種が55.1"， b種が46.1"， c種が 39l'である。第 3次調査出土の切目石錘の重量別分布は第
2次調査出土品とやや異なり，京大植物園内縄文遺跡の後期前葉の土器K伴なう切目石錘K近い
















③切目石錘加工具 〔図版部Tr9 J 
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黒色粘質砂層 (先史第l層 )7. 表土下撹乱層l 
暗褐色砂質土層 (先史第nJ冒)8 層土床2. 
渇色砂層9 賞褐色土層(中世)3. 































































制文中期末・後期初頭特殊な土器 1~6 ，第 3 類 8~11 ，第 4類 7・12~1 6，第 5類 17~2 0， 








¥ f A 、
i / ¥ ¥ 
i / ¥ ¥ 
; / ¥ ¥ 
: / ¥ ¥ 
'. i ~ / ¥ '. _ 処
'. i ./"、.... / ¥ ¥ _'"、
" i./ . 、/ ¥ .A.、/¥























10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 重量(8 ) 
I I I I I I I I I I I I 


















? ? ????????? ?
?
?????????
第 1表
??? ?
?
??????
?
???? ?
?
??
??
1 
0 
京大植物園内縄文遺跡出土切目石錘重量別分布表(重量は少数点以下四捨五入)
. 
4 
~診3
10cm 。
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